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論文要旨： 
本研究は，個々の高血圧症例において、左室拡張機能の指標である僧帽弁通過血流速度波形の E/A 比を
経時的に観察し左室拡張能低下の推移を経時的に観察することを目的としたものである。 
E/A 比が＞1 から＜1 へと変化する群（n=14）、E/A 比が＜1 を継続する群（n=19）、E/A 比が＜1 から＞1
へと変化する群（n=9）、E/A 比が少なくとも 2 回以上 1.0 の上下をばらつく群（n=12）、E/A 比が＞1 を
継続する群（n=7）の 5 群に分類し、左房径、左室心筋重量、E 波 deceleration time（DCT）、肺静脈血
流速波形などとの関連について調査した結果、各群内で調査開始時と終了時の各項目に有意差を認めず、
各群間の各項目にも有意差を認めなかった。その結果、加療中の高血圧患者において、E/A 比が経時的
に低下し 55 歳前後で＜１となる典型的な経過を示した症例は 23％であり、症例ごとに様々な変動を呈
し、その変化は病態との関連を示唆するものではなかったと結論づけている。 
審査過程： 
１）本研究はヘルシンキ宣言に基づいて実施されており、倫理上の疑義はないことを審査した。 
２）E/A 比＝１の意味合い、基準にした理由に関する質問に対し，適切な回答があった． 
３）E/A 比の低下に関わる因子として、高血圧だけではなく、生活習慣などの要因に関する質問に対し，
適切な回答があった。 
４）E/A 比の再現性に関する質問があり、軽度のバラツキはあるが再現性のある計測値であるとの回 
答があった． 
５）E/A 比＝１前後での群分けよりも変化率でみるなど、解析方法に関する質問もあったが、適切な回 
答があった． 
６）除外基準の詳細に関する質問にも適切な回答があった。 
７）本研究の意味合いに関する質問もあったが、適切な回答があった。 
価値判定： 
本研究は，左室拡張機能の指標である E/A 比に着目し、高血圧患者において経時的にその推移を観察し
た報告である。E/A 比の低下につながる病態、因子を見出すことは出来なかったが、これまで経時的変
化をみた報告は少なく、学位論文としての価値を認める。 
